
■
こ
れ
か
ら
の
目
標

　
今
後
の
目
標
は
、
楽
し
く
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
が
遊
べ
る
場
を
作
り
続
け
る
こ
と
。
代

表
の
畠
中
さ
ん
は
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
ゲ

ー
ム
の
展
開
を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ
る
の
が
魅

力
で
す
。
そ
の
魅
力
を
共
有
で
き
る
よ
う

な
場
所
作
り
を
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
ら

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
参
加
者
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興

味
が
あ
る
方
は
ゲ
ー
ム
会
に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は1部あたり約37.3円です。
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市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を
紹
介

海外のボードゲームと
人との交流を楽しむ

ボードゲーム
やりませんか？

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み

対
面
で
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
で
す
。
将
棋
や
オ
セ

ロ
な
ど
が
身
近
な
も
の
で
す
が
、
こ
の
団

体
で
は
主
に
ユ
ー
ロ
ゲ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る

90
年
代
以
降
に
、
欧
州
で
生
ま
れ
た
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

■
な
り
た
ち

　
代
表
の
畠
中
悟
さ
ん
（
53
歳
・
石
脇
）

が
秋
田
市
や
隣
県
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
中
で
、
気
に
入
っ
た
ゲ

ー
ム
を
一
緒
に
楽
し
め
る
場
を
本
市
へ
作

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
８
年
ほ
ど
前
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ム
会
の
開
催
を

告
知
し
た
の
が
始
ま
り
。
毎
回
３
人
〜
７

人
ほ
ど
が
催
し
に
参
加
し
、
現
在
ま
で
２

０
０
回
以
上
に
わ
た
り
ゲ
ー
ム
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　
毎
週
土
曜
日
の
13
時
〜
18
時
ご
ろ
ま
で

畠
中
さ
ん
や
参
加
者
が
持
ち
込
ん
だ
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
全
員
で
遊
び
ま
す
。
メ
イ
ン

と
な
る
ユ
ー
ロ
ゲ
ー
ム
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
が
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、
幸
運
に
恵
ま
れ
れ
ば
初
心
者
で
も
熟

練
者
に
勝
て
る
ゲ
ー
ム
性
が
特
徴
で
す
。

■
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
醍
醐
味

　
初
回
か
ら
参
加
し
続
け
て
い
る
岩
谷
賢

吾
さ
ん
（
29
歳
・
薬
師
堂
）
は
「
人
付
き

合
い
が
楽
し
い
団
体
な
の
で
続
い
て
い
ま

す
。
ゲ
ー
ム
の
目
標
は
勝
つ
こ
と
で
す
が
、

目
的
は
楽
し
む
こ
と
。
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
交
流
も
楽
し
め
る
の
が
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の
面
白
さ
で
、
そ
れ
を
堪
能
で
き
る
集
ま

り
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

今
回
は

「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

６月18日のゲーム会に参加したみな
さん（中央が代表の畠中さん）

46

■６月18日に遊ばれたゲーム

手札に風景を集めるゲーム。
美麗な水彩のイラストが特徴

同じ色をそろえて高得点を目
指すパズルゲーム

鳥類の生息地をどれだけ増
やせるかを競うカードゲーム

ウィングスパン２.

▲ツイッター▲アメーバブログ

代表のＳＮＳで開催日を告知してい

ます。参加時の事前連絡は不要です。

活動に興味がある方はＳＮＳへ

カダーレ内の予約が取れた部屋でゲーム会を実
施。６月18日は２階研修室で開催

１
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月 日
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７
月
３
日
、
秋
田
県
消
防
学
校︵
岩
城
地
域
︶で
由
利
本
荘
市
消
防
訓

練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
各
分
団
の
出

場
隊
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
標
的
を
倒
す
速
さ
と
動
作
の

正
確
性
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

［
大
会
結
果
］
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
１
位
：
東
由
利
分
団
、
第
２
位
：
由
利
分
団
、
第
３
位
：
岩
城
分
団

︵
写
真
は
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
い
く
東
由
利
分
団
︶

　
７
月
３
日
、
秋
田
県
消
防
学
校︵
岩
城
地
域
︶で
由
利
本
荘
市
消
防
訓

練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
各
分
団
の
出

場
隊
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
標
的
を
倒
す
速
さ
と
動
作
の

正
確
性
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

［
大
会
結
果
］
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
１
位
：
東
由
利
分
団
、
第
２
位
：
由
利
分
団
、
第
３
位
：
岩
城
分
団

︵
写
真
は
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
い
く
東
由
利
分
団
︶

　
７
月
３
日
、
秋
田
県
消
防
学
校

　
７
月
３
日
、
秋
田
県
消
防
学
校

　
７
月
３
日
、
秋
田
県
消
防
学
校︵
岩
城
地
域
︶

︵
岩
城
地
域
︶

︵
岩
城
地
域
︶で
由
利
本
荘
市
消
防
訓

で
由
利
本
荘
市
消
防
訓

で
由
利
本
荘
市
消
防
訓

練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
各
分
団
の
出

練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
各
分
団
の
出

練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
各
分
団
の
出

火
元
へ
疾
走
！  

消
防
団
の
技
競
う

１.メドウ

チャクラ３.

だ
い
ご
み



民生委員・児童委員、主任児童委員
　地域を見守り、地域住民にとって身近な相談相

手、専門機関へのつなぎ役です。自らも地域住民

の一員として、担当の区域で高齢者や障がいのあ

る方の安否確認や見守り、子どもたちへの声掛け

などを行っています。医療や介護の悩み、妊娠や

子育ての不安、失業や経済的困窮による生活上の

心配事など、さまざまな相談に応じます。相談内

容に応じて、必要な支援が受けられるよう、地域

の専門機関へとつなぎます。

　子どもや子育てに関する支援を専門に担当する

主任児童委員は、担当区域をもたず、区域担当の

民生委員・児童委員と連携しながら子育ての支援

や児童健全育成活動などに取り組んでいます。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

　
　
　
　
　ご
存
じ
で
す
か
？

少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
っ
て
地
域
の
つ
な
が
り

が
薄
れ
る
中
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
育

て
や
介
護
を
し
て
い
る
方
な
ど
が
、
周
囲
に
相
談
で

き
ず
孤
立
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
必
要
な

支
援
を
行
う
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
に
つ

い
て
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い
、
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

民生委員・児童委員制度
　地域住民の立場に立って地域の福祉を担うボラ

ンティアです。民生委員法に基づき厚生労働大臣

から委嘱された非常勤の地方公務員で、児童福祉

法に定める児童委員も兼ねています。給与の支給

はなく、任期は３年で厚生労働大臣が委嘱します。

民生委員・児童委員の３つの基本姿勢
①社会奉仕の精神
　社会奉仕の精神をもって社会福祉の増進に努めます

②基本的人権の尊重
　民生委員法第 15 条に定められた守秘義務があり、活動を行うにあ

　たり、相談内容や個人の秘密を守り、個人の人格を尊重します

③政治的中立 　 
　職務上の地位を政党または政治的目的のために利用しません

通学路の見守り
登下校時の見守り
やあいさつ運動

訪問見守り活動
悩み事の相談や声
掛け、行事の周知
など 

地域福祉
クリーンアップなど

・高齢者のいる世帯

・障がい者のいる世帯

・子どものいる世帯

・妊産婦のいる世帯

・母子、父子世帯

・生活困窮世帯

・その他の世帯

連
携

　
　協
力

連
携

　
　協
力

主
任
児
童
委
員

世帯状況の把握
虐待の予防・早期発見と

ＤＶ・いじめ・不登校など

世帯が抱える問題の把握

情報提供
世帯が必要としているサー

ビスについて情報提供

相談・援助
各種相談、見守り支援、

福祉サービス利用支援

（在宅福祉、生活費、子育て

支援など）

　
市
内
に
は
西
部
地
区
を
含
め
14
地
区
の
民
生

児
童
委
員
協
議
会
が
あ
り
、
現
在
２
７
５
人
が

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
も
し
生
活
に
関
し
て
お
困
り
事
が
あ
れ
ば
、

お
住
ま
い
の
地
区
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
内
容
や
秘
密
が
第

三
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
区
の
民
生
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
福

祉
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西部地区民生児童委員協議会
会長　佐々   工 さん

ー
民
生
委
員
同
士
の
関
わ
り
合
い
が
と

て
も
良
い
で
す
。地
域
の
人
た
ち
の
力

に
な
る
に
は
、
委
員
同
士
の
関
わ
り
合

い
が
良
い
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
で
す
。

お
互
い
が
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
協
調

し
、
支
え
合
う
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。委
員
同
士
の
雰
囲

気
が
良
い
と
活
動
上
の
悩
み
事
な
ど
を

共
有
で
き
、
委
員
の
心
の
ケ
ア
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　毎
月
の
定
例
会
で
事
例
を
挙
げ
一
緒

に
検
討
し
、
結
論
は
急
が
ず
に
方
向
性

を
示
す
会
長
な
ど
の
助
言
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。西
部
地
区
民
児
協
の
場

合
、
出
席
率
も
良
い
で
す
。退
任
後
に

「
民
生
委
員
を
引
き
受
け
て
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
一
つ
の
理

想
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
地
域
の
方
々
の
力
に
な
れ
た
ら
い
い

な
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

訪
問
を
受
け
た
方
が
「
民
生
委
員
に
相

談
し
て
よ
か
っ
た
、
来
て
く
れ
て
助

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
。秘
密
を
守
る
こ
と
、
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
、
緊
急
の
こ
と
は
優

先
的
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
も
心
掛
け

て
い
ま
す
。

活動例
訪問見守り活動

通学路の見守り通学路の見守り

地域福祉
クリーンアップなど

民
生
委
員
・
児
童
委
員

・高齢者のいる世帯
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普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で

活
動
し
て
い
ま
す
か
？

会
長
を
務
め
る
西
部
地
区
民
生
児
童

委
員
協
議
会
は
ど
う
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ

　福
祉
支
援
課

　☎
24
ー
６
３
１
５

地域の身近な
相談相手 民生委員・児童委員

担当区域 民生委員・児童委員

・市町村

・福祉事務所

・社会福祉協議会

・児童相談所

・保健所

・教育委員会

・学校

・保育所、こども園

・医療機関　など

関係機関



・市からＡＴＭの操作をお願いする

　ことはありません。

・市から給付金を支給するため、メ

ールで手続きをお願いすることや、

　手数料などの振り込みを求めるこ

　とはありません。

　自宅や職場などに市の職員などを

かたる不審な電話や郵便があった場

合は、警察署にご連絡ください。
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令和４年度住民税非課税世帯等に対する

【問い合わせ先】

こども未来課　臨時給付金担当
　　　　☎２４－６２４１

Ｂ　家計急変世帯

９月30日㈮必着

５㌻のＡに該当しない世帯で、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて令和４
年１月以降家計が急変し、同一の世帯全員が令和４年度分の住民税均等割が非課
税である世帯と同様の事情にあると認められる世帯（世帯員それぞれの１年間の
収入または所得の見込額が、住民税均等割が非課税となる水準に相当する世帯）

※令和３年度住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金対象世帯やＡで給付を
　受けた世帯、世帯員全員が「住民税が課税されている親族など」から扶養を受
　けている世帯は対象外。

対 象 世 帯

申請手続き

必 要 書 類

申 請 方 法

○各世帯で世帯全員の収入状況を確認の上、申請をお願いします。
○申請が必要な方は、お問い合わせいただくか市ホームページをご確認ください。
○令和４年１月以降の任意の１カ月の収入がわかるもの（該当する月の給与明細
　などの資料）を提出し、申立書で市が判定します。
○判定する収入の種類は、給与・事業・不動産・年金です。遺族・障害年金など
　の非課税年金は含みません。
○非課税相当水準の収入は世帯構成により異なります。下記の表をご確認くださ
　い。

①申請書
②申請者の本人確認証の写し
③振込先口座が分かるものの写し
④収入見込額の申立書
⑤家計が急変したことを証明する、任意の１カ月の収入状況がわかる給与明細な
　ど（世帯で課税されている方全員分）

申請書に必要事項を記入し、以下の方法でご提出ください。
①返信用封筒での郵送提出
②市役所本庁舎１階こども未来課へ提出
③各総合支所市民サービス課へ提出

注）新型コロナウイルス感染症の影響ではない収入減を申請した場合、不正受給
　　に問われる場合があります。

「住民税均等割非課税相当水準以下」の早見表

　申請者が申請時点で、障がい者・未成年者・
寡婦・ひとり親の場合は、非課税収入限度額は
204万３千円としてください。
　それ以外は、下表を参考にしてください。

世帯人数（注１） 非課税相当収入限度額

137万８千円例：夫(婦)と子１人２人

例：夫婦と子１人

例：夫婦と子２人

例：夫婦と子３人

例：夫婦と子４人

３人

５人

４人

６人

168万円

209万７千円

249万７千円

289万７千円

注１…世帯人数は次の①～③の合計です。
　　　①申請者本人
　　　②同一生計配偶者（収入金額103万円以下の方）
　　　③扶養親族（16歳未満の者も含む）

対 象 世 帯

申請手続き

必 要 書 類

申 請 方 法

申 請 期 限

申 請 期 限

Ａ　住民税非課税世帯

10月31日㈪必着

令和４年６月１日（基準日）時点で本市に住民登録があり、世帯全員の「令和４
年度住民税均等割」が非課税である世帯

※生活保護世帯も支給対象（収入認定はされません）。
※下記のいずれかに該当する世帯は対象外となります。
　①令和３年度住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の対象世帯
　②世帯員全員が「住民税が課税されている親族など」から扶養を受けている世帯
　例１：親（課税）に扶養されている大学生（非課税）の単身世帯
　例２：子（課税）に扶養されている両親（非課税）の世帯

対象と思われる世帯主の方に申請書を発送します（７月15日発送予定）

※未申告などにより税情報が把握できない世帯には申請書が発送されません。

①申請書
②申請者の本人確認証の写し
③振込先口座が分かるものの写し　
※未申告などにより税情報が把握できない方は、別に書類が必要となりますので
　お問い合わせください。

申請書に必要事項を記入し、以下の方法でご提出ください。
①返信用封筒での郵送提出
②市役所本庁舎１階の特設ブースへ提出（７月19日～）
※特設ブース終了後はこども未来課へ提出
③各総合支所市民サービス課へ提出

申請が困難な場合は、以下の方々にご相談ください。
①民生委員
②介護職員など（ケアマネージャー、相談支援専門員など）

臨時特別給付金の申請が始まります
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、さまざまな困難に直面した方々の生活　　　　　　　や暮らしを支援するため、住民税非課税世帯等に対して【１世帯当たり10万円】を給付する
国の事業です。

Ｑ１．令和３年度住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金を受給しました。今回の給付金も対象となりますか？

Ａ．令和３年度住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金において「住民税非課税世帯」または「家計急変世帯」

　　　で対象となった世帯は、給付対象外となります。

　　　令和３年度対象世帯でまだ申請書の返送がない世帯には、令和４年６月下旬に書類一式を再発送していますの

　　　で、そちらの申請書でお手続きください。

Ｑ２．扶養とは何の扶養ですか？

　Ａ．「税」の扶養のことで、住民税が課税されているご家族などが、年末調整や確定申告の際に、親族などを扶養

　　　控除としている場合のことをいいます。不明な方は、ご自身の状況をご家族などにご確認ください。

Ｑ３．対象だと思いますが、申請書が届きません。なぜですか？

Ａ．令和４年度新たに住民税非課税世帯になったことが条件のため、世帯内に下記のいずれかに該当する方がいる

　　　と考えられます。

　①「住民税が課税となっている方が１人以上いる」　→　世帯員全員が住民税非課税でないため対象となりません。

　②「未申告の方がいる」　→　申告を行い、住民税が非課税であれば対象となります。申告書の写しを添付し申請

　　が必要となります。

　③「令和３年12月11日以降に転入された方がいる」　→　前住所地で令和３年度住民税非課税世帯等に対する臨時

　　特別給付金の対象となっていた可能性がありますので申請書を送付していません。確認が必要となるためご相談

　　ください。

　④「令和４年１月２日以降に転入された方がいる」　→　令和４年１月１日時点で本市に住民票がないため、税情

　　報が確認できません。③の確認に加え、令和４年１月１日に住所のある自治体より令和４年度住民税非課税証明

　　書をお取り寄せいただく必要があります。

よくある質問

市ホームページ▼

臨時特別給付金の「振り込め詐欺」
や「個人情報の詐取」にご注意くだ
さい！
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相手の投球を打ち返す
本荘高校の打者

　
本
荘
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
11

人
が
６
月
23
日
に
市
役
所
を
訪

れ
、
市
長
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド

や
園
児
が
作
っ
た
小
物
入
れ
、

花
束
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
同
園
は
「
花
の
日
｟
６
月
第

２
日
曜
日
｠
」
と
呼
ば
れ
る
、

身
近
な
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の
行
事
に

ち
な
ん
で
市
役
所
を
訪
問
。
市

長
へ
感
謝
の
気

持
ち
が
伝
え
ら

れ
た
後
、
質
問

の
時
間
が
設
け

ら
れ
「
ど
ん
な

お
仕
事
を
し
て

い
る
ん
で
す
か
」
「
好
き
な
食

べ
物
は
な
ん
で
す
か
」
と
尋
ね

る
な
ど
、
市
長
と
の
会
話
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
園
児
か
ら
は
、
「
｟
市
長
と
会

っ
て
｠
た
の
し
か
っ
た
」
「
き

ん
ち
ょ
う
し
た
」
な
ど
訪
問
し

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
花
の
日
」
で
伝
え
る
感
謝
の
気
持
ち

本
荘
幼
稚
園
の
園
児
が
市
役
所
訪
問

花束などを贈る園児

訪れた本荘幼稚園の園児たち

　
６
月
19
日
、
鳥
海
山
百
宅
口

の
夏
山
開
き
が
登
山
道
入
口
の

大
清
水
園
地
キ
ャ
ン
プ
場
で
行

わ
れ
、
関
係
者
や
記
念
登
山
の

参
加
者
ら
約
40
人
に
よ
り
、
期

間
中
の
登
山
者
の
安
全
が
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
記
念
登
山
で
は
、

参
加
者
ら
は
一
部
に
ま
だ
雪
が

残
る
登
山
道
を
、
ス
ト
ッ
ク
を

使
い
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
て

登
り
ま
し
た
が
、
悪
天
候
の
た

め
途
中
で
下
山
し
ま
し
た
。
山

頂
ま
で
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
下
山
中
の
参
加

者
か
ら
は
久
し
ぶ
り
の
登
山
に

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
海
山
百
宅
口

夏
山
開
き
記
念
登
山

山頂を目指し登り始める参加者

本
荘
高
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業

硬
式
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
の
招
待
試
合
で
熱
戦

　
本
荘
高
校
の
創
立
１
２
０
周

年
を
記
念
し
た
硬
式
野
球
と
サ

ッ
カ
ー
の
招
待
試
合
が
６
月
17

日
、
水
林
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
お
よ
び
同
陸
上
競
技
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
硬
式
野
球
の
試
合

　
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
花

を
育
て
る
こ
と
で
、
命
の
大
切

さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
く
む

「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
毎
年

全
国
の
小
学
校
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
市
内
で
は
本
年
度
、

新
山
・
矢
島
・
大
内
の
３
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
矢
島
小
学
校
で
は
、

６
月
21
日
に
全
校
生
徒
１
３
７

人
と
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
が

参
加
し
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

で
は
、
甲
子
園
で
も
常
連
の
作

新
学
院
高
校
｟
栃
木
県
｠
を
対

戦
相
手
に
迎
え
ま
し
た
。
初
回

に
猛
攻
を
仕
掛
け
た
作
新
学
院

高
に
４
点
を
先
取
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
裏
す
ぐ
に
本
荘
高
が

１
点
を
返
し
、
そ
の
後
も
５
回
、

８
回
に
反
撃
し
て
３
点
を
追
加

し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
が
、
安
打
数
は
11
と
作
新

学
院
高
に
劣
ら
ず
、
堂
々
と
し

た
戦
い
ぶ
り
で
し
た
。

　
ス
タ
ン
ド
の
一
塁
側
と
三
塁

側
に
本
荘
高
の
全
校
生
徒
が
半

々
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
本
荘

高
と
作
新
学
院
高
を
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
や
メ
ガ
ホ
ン
を
た
た

い
て
応
援
す
る
な
ど
、
両
校
の

選
手
た
ち
を
鼓
舞
。
試
合
後
は
、

約
３
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
両
チ
ー
ム
へ
、
ス

タ
ン
ド
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
秋
田
高
校
と
対
戦

し
た
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
も
、

両
校
が
総
力
を
あ
げ
て
戦
い
、

交
流
を
深
め
る
記
念
す
べ
き
試

合
と
な
り
ま
し
た
。

友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
心
で
育
て
る

市
内
３
小
学
校
で
「
人
権
の
花
」
運
動

50
個
ほ
ど
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ベ
ゴ
ニ
ア
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
の
花

苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。
作
業
は

縦
割
り
の
班
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
上
級
生
が
下
級
生
へ
優
し

く
手
順
を
教
え
な
が
ら
、
協
力

し
て
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
年
生
の
遠
藤
怜
佳
さ
ん
は

「
き
れ
い
に
植
え
ら
れ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
お
世
話
も
が
ん
ば

り
た
い
し
、
優
し
い
心
や
思
い

や
り
を
も
っ
て
友
だ
ち
に
も
花

に
も
接
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

投球する本荘高校の投手

　
参
加
者
ら
は
本
荘
駅
か
ら
矢

島
駅
ま
で
お
ば
こ
号
に
乗
っ
て

移
動
。
そ
の
車
内
で
は
自
己
紹

介
や
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

車
窓
か
ら
撮
る
こ
と
が
で
き
る

映
え
ス
ポ
ッ
ト
を
探
し
、
鳥
海

山
な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　
矢
島
駅
か
ら
は
貸
し
切
り
バ

ス
で
曲
沢
駅
と
鮎
川
駅
に
移
動

し
、
映
え
る
風
景
や
も
の
を
撮

影
。
三
脚
を
使
い
自
撮
り
す
る

姿
も
あ
り
ま
し
た
。
終
わ
り
に

互
い
の
写
真
を
見
せ
合
い
、
良

い
と
こ
ろ
を
褒
め
合
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
田
口
萌
さ
ん
｟
29

歳
・
薬
師
堂
｠
は
「
無
人
駅
に

来
る
こ
と
が
な
い
の
で
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
し
、
普
段
出

会
う
こ
と
の
な
い
方
々
と
話
す

こ
と
が
で
き
、
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。
ジ
ャ
ン
プ
し
た
写
真
を

初
め
て
撮
り
ま
し
た
が
、
躍
動

感
の
あ
る
良
い
写
真
が
撮
れ
ま

し
た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

と
聞
い
た
の
で
参
加
し
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
６
月
18
日
に
若
者
の
交
流
の

場
を
つ
く
る
ア
ベ
イ
バ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
１
回
目
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
「
い
つ
も
の
街
で
見
つ
け

る
映
え
ス
ポ
ッ
ト
探
し
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

若
者
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
イ
ベ
ン
ト

街
の
映
え
ス
ポ
ッ
ト
を
探
し
て

Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

市
民
団
体
や
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
な
ど
。
参
加
者
は
啓
発

チ
ラ
シ
が
入
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
へ
の
理
解
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
本
荘
地
域
で
は
28

日
に
活
動
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
推
進
協
議
会
の
小
番
理
公
子

委
員
は
「
こ
う
し
た
活
動
を
通

し
て
男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解

が
進
み
、
男
性
も
女
性
も
分
け

隔
て
な
く
、
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
け
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
向
け
て
市
民
の
理
解
と
関
心

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
男
女

共
同
参
画
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
６
月
10
日
か
ら
28
日
に

か
け
、
市
内
７
地
域
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
６
月
の

「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」

に
合
わ
せ
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー

や
道
の
駅
な
ど
で
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
参
加
し
た
の
は
市
職

員
の
ほ
か
、
市
男
女
共
同
参
画

推
進
協
議
会
委
員
、
あ
き
た

ポ
ケ
ッ
ト
ティッ
シ
ュ
配
布
で
呼
び
か
け

男
女
共
同
参
画
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
由
利
本
荘
市
８
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
前
期
大
会
が

大
内
地
域
の
市
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
で
盛
会
で
す
！
皆
さ

ん
元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ

ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
！

　
７
月
18
日
か
ら
東
京
ド

ー
ム
で
行
わ
れ
る
第
93
回

都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出

場
が
決
定
し
た
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬

式
野
球
部
の
佐
藤
監
督
と

加
藤
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
６
月
の
東
北
大
会
で
見

事
に
優
勝
し
、
本
大
会
へ

は
３
年
連
続
出
場
！
す
ご

い
で
す
ね
！
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
！

花苗を植える矢島小学校の児童

映える風景を
撮影する参加者

曲沢駅に来るおばこ号を
撮影する参加者

ポケットティッシュを配る参加者

ゆりほんテレビ
公式YouTube

６月11日㈯投稿　由利本荘市８人制バレー

　　　　　　　　ボール前期大会

６月15日㈬投稿　ＴＤＫ硬式野球部

　　　　　　　　都市対抗野球大会出場決定報告

佐藤監督（右奧）、加藤マネージャー（右手前）

初
戦
は
７
月
20
日
㈬

　午
後
２
時
か
ら

対
戦
相
手

　Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
｟
埼
玉
県
寄
居
町
・
小
川
町
｠

　

ば
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１
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
５
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数

○
行
政
職…

上
級･
中
級
・
初
級
お

　
よ
び
職
務
経
験
者
の
う
ち
か
ら

15
人
程
度

○
行
政
職
（
障
が
い
者
対
象
）…

　
１
人
程
度

○
技
術
職
【
土
木
】…

上
級
・
中

　
級
・
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者

の
う
ち
か
ら
若
干
名

※

上
級
の
受
け
付
け
は
終
了
し
て

2
　
令
和
５
年
度
採
用
予
定
の
市
消

防
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

採
用
人
数
　
上
級
・
中
級
・
初
級

か
ら
若
干
名
（
救
急
救
命
士
を
含

む
）

※

「
救
急
救
命
士
」
は
救
急
救
命
士

資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
本
年

度
実
施
の
国
家
試
験
で
資
格
取
得

見
込
み
の
方
。

第
１
次
試
験
日
　
９
月
18
日
㈰

試
験
会
場
　
市
消
防
本
部

申
込
期
間
　
７
月
15
日
㈮
８
時
半

〜
８
月
15
日
㈪
17
時

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

申
し
込
み
方
法
　
原
則
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
秋
田
県
由
利
本
荘
市
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

の
申
し
込
み

※

詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み
が
で
き
な
い
方
で
、
申
込
用

紙
の
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は「
消

防
職
員
採
用
申
込
書
請
求
」
と
朱

書
き
し
た
封
筒
に
、
１
４
０
円
切

手
、
受
験
を
希
望
す
る
試
験
区
分
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
た
も
の
を
同
封
し
、
左
記
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

☎
24―

６
２
１
６

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ま
す
。

申
込
期
限
　
８
月
15
日
㈪
17
時

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

申
し
込
み
方
法
　
原
則
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
秋
田
県
由
利
本
荘
市
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

の
申
し
込
み

※

詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み
が
で
き
な
い
方
で
、
申
込
用

紙
の
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は

「
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、
１

４
０
円
切
手
、
受
験
を
希
望
す
る

試
験
区
分
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
、

下
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

こちらから
▼

☎
22―

４
２
８
２

消
防
本
部
総
務
課

「
児
童
扶
養
手
当
」「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

現
況
届
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

3
　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
毎
年
８

月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者
に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の

で
、
期
間
内
（
８
月
中
）
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
場
合
、
児
童
扶
養
手

当
は
11
月
分
以
降
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
は
８
月
分
以
降
の
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◎
注
意
点…

手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資
格
を
喪

失
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】　
　
　
　
　

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父

（
ま
た
は
母
）
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
な
い
児
童
の
母
（
ま
た
は

父
）や
、母（
ま
た
は
父
）に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

（
児
童
扶
養
手
当
法
に
定
め
る
程

度
の
障
が
い
）
で
あ
る
場
合
に
も

該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額
（
本
年
４
月
１
日
現
在
）

○
児
童
１
人
の
場
合

　
月
額
４
万
３
０
７
０
円
〜

　
　
　
１
万
０
１
６
０
円

（
所
得
に
応
じ
た
額
）

○
児
童
２
人
目
の
加
算
額

　
月
額
１
万
０
１
７
０
円
〜

　
　
　
　
　
５
０
９
０
円

（
所
得
に
応
じ
た
額
）

○
児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　
月
額
６
１
０
０
円
〜

　
　
　
３
０
５
０
円

（
所
得
に
応
じ
た
額
）

※

受
給
者
ま
た
は
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
受
給
者
ま
た
は
児

童
に
係
る
公
的
年
金
を
児
童
扶
養

手
当
額
以
上
受
け
ら
れ
る
場
合
、

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】　
　
　

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す

る
父
も
し
く
は
母
や
、
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
額
（
本
年
４
月
１
日
現
在
）

○
障
が
い
等
級
が
１
級
の
場
合

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
５
万
２
４
０
０
円

○
障
が
い
等
級
が
２
級
の
場
合

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
３
万
４
９
０
０
円

※

受
給
者
、
そ
の
配
偶
者
ま
た
は

生
計
同
一
の
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
、
児
童

が
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場

合
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。☎

24―

６
３
１
９

問
い
合
わ
せ
・
現
況
届
提
出
先

こ
ど
も
未
来
課

児
童
支
援
班

〒
０
１
５―

８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

　（
市
役
所
２
階
）

第 1次試験日・会場…９月 18日㈰　西目公民館シーガル
申込期間…７月 15日㈮８時半～８月 15日㈪ 17時

※試験区分の併願はできません。
※「大学」には「専修学校の専門課程（修業年限が４年以上でその他の文部科学大臣が
　定める基準を満たすもの）で文部科学大臣が指定したもの」を含みます。
※「短期大学など」には「高等専門学校」「専修学校の専門課程（修業年限が２年以上で、
　かつ1600時間以上の授業の履修を義務づけている課程）」を含みます。また、大学
　に２年以上在学し、62単位以上を修得した方も短大卒扱いとします。
※職務経験年数では、アルバイト、パートタイマーおよび臨時職員などの正職員では
　ない経験年数を対象外とします。

試験区分 受験資格

行政職（中級）

技術職【土木】（中級）

行政職（初級）

技術職【土木】（初級）

平成７年４月２日から平成15年４月１日までに生まれ
た方
(大学を卒業または卒業見込みの方を除く)
平成９年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ
た方
(大学、短期大学などを卒業または卒業見込みの方を除く)

職務経験者

以下の①②のいずれかに該当し、かつ申し込みを希望す
る各職種の受験資格を満たす方
①申込日現在で県外に居住し、県外での職務経験年数が
　３年以上あり、採用後に本市に居住する意向がある方
②申込日現在で県内に居住し、申込日から起算して過去
　５年間に県外での職務経験年数が3年以上あり、採用
　後に本市に居住する意向がある方

行政職

技術職【土木】

昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、県外での民間企業などにおける職務経験が３年
以上(令和５年３月31日現在で３年見込みの場合を含
む）の方(学歴区分なし)

昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、二級土木施工管理技士の資格を有するか、受験
資格を有し、かつ県外での民間企業などにおける土木工
事の設計・施工管理などの職務経験が３年以上(令和５
年３月31日現在で３年見込みの場合を含む）の方(学歴
区分なし)

昭和61年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ
た方で、次に掲げる手帳などの交付を受けている方
①身体障害者手帳（１級から６級）または都道府県知事
　の定める医師（以下「指定医」という）もしくは産業医
　による障害者の雇用の促進等に関する法律別表に掲
　げる身体障害を有する旨の診断書・意見書（心臓、じん
　臓、呼吸器、ぼうこうもしくは直腸、小腸、ヒト免疫不
　全ウイルスによる免疫または肝臓の機能の障害につ
　いては、指定医によるものに限る）
②都道府県知事もしくは政令指定都市市長が交付する
　療育手帳または児童相談所、知的障害者更生相談所、
　精神保健福祉センター、精神保健指定医もしくは障害
　者職業センターによる知的障害者であることの判定
　書
③精神障害者保健福祉手帳

行政職
（障がい者対象）

ア：平成13年４月２日から平成17年

　４月１日までに生まれた方

イ：救急救命士は、平成９年４月２

　日以降に生まれた方（大学、短期

　大学などを卒業もしくは令和５

　年３月卒業見込み、またはこれら

　に相当する学歴を有すると認め

　られる方を除く）

試験
区分

受験資格
（アまたはイに該当する方）

上
級

ア：平成９年４月２日から平成13年

　４月１日までに生まれた方

イ：平成13年４月２日以降に生まれ

　た方で、大学卒業または令和５年

　３月卒業見込みの方

中
級

ア：平成11年４月２日から平成15年

　４月１日までに生まれた方

イ：救急救命士は、平成９年４月２

　日以降に生まれた方（大学を卒業

　もしくは令和５年３月卒業見込

　み、またはこれらに相当する学歴

　を有すると認められる方を除く）

初
級

〒
０
１
５―

０
８
０
１

由
利
本
荘
市
美
倉
町
27
番
地
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　（
鶴
舞
会
館
１
階
）

☎
24―

６
３
１
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

▼
児
童
扶
養
手
当

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

福
祉
支
援
課

障
が
い
支
援
班

◀こちらから
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4
大
学
な
ど
へ
進
学
を
希
望
す
る

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
（
予
約
採
用
）

観
光
事
業
者
の
省
エ
ネ
設
備
導
入
を

支
援
し
ま
す

　
令
和
５
年
４
月
に
大
学
な
ど
へ

進
学
を
希
望
す

る
方
な
ど
を
対

象
に
「
由
利
本

荘
市
奨
学
生
」

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者
　
次
の
❶
ま
た
は
❷

に
該
当
す
る
方

❶
令
和
５
年
３
月
に
中
学
・
高
校

　
を
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
令
和

　
５
年
４
月
に
大
学
・
短
大
・
高

　
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
高

　
校
の
１
年
に
入
学
予
定
の
方

❷
令
和
５
年
４
月
に
大
学
・
短
大
・

　
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

　
高
校
に
在
学
中
の
方

募
集
人
数

○
大
学…

15
人
以
内

○
短
期
大
学
・
専
修
学
校
専
門
課

　
程…

５
人
以
内

○
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
後

　
期
課
程
・
特
別
支
援
学
校
高
等

　
部
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

　
校
高
等
課
程…

２
人
以
内

貸
与
月
額

○
高
校
生
　
　…

２
万
円
以
内

○
大
学
生
ほ
か…

５
万
円
以
内

申
込
期
間

８
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

申
し
込
み
方
法
　
学
校
教
育
課
ま

た
は
各
地
域
の
教
育
学
習
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出

選
考
方
法
　
９
月
に
開
催
す
る
選

考
委
員
会
で
可
否
を
決
定

内
定
通
知
　
内
定
の
可
否
を
申
請

者
全
員
に
10
月
上
旬
ま
で
に
通
知

予
定

※
進
学
校
の
合
格
を
確
認
後
、
正

式
決
定
と
な
り
ま
す
。

【
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
】

　
日
本
学
生
支
援
機
構
で
も
予
約

採
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
原
則
返
還
の
必
要
が
な
い

「
給
付
型
奨
学
金
」
の
案
内
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
本
学
生

支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
（
独
）
日
本
学
生

支
援
機
構
奨
学
金
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０―

６
６
６―

３
０
１

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

7
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格

お
よ
び
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る
市
内
観
光

事
業
者
が
行
う
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
取
り
組
み
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業
者
　
県
が
実
施
す
る

「
観
光
事
業
者
燃
料
高
騰
等
対
策

支
援
事
業
費
補
助
金
（
補
助
率
３

分
の
２
、
上
限
２
０
０
万
円
）
」

に
申
請
し
交
付
決
定
を
受
け
た
方

補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
12

分
の
１
以
内
（
県
事
業
に
上
乗
せ

助
成
）

申
請
期
限
　
９
月
30
日
㈮
ま
で

申
請
方
法
　
観
光
振
興
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
な

ど
に
記
入
し
、
観
光
振
興
課
へ
提

出

農
地
へ
の
電
気
柵
な
ど
の
設
置
費
を

支
援
し
ま
す（
二
次
募
集
）

9
　
有
害
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
電
気
柵
な
ど
の

資
材
導
入
費
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
計
画
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

要
件
　
農
作
物
の
販
売
を
目
的
と

す
る
自
己
の
経
営
農
地
へ
電
気
柵

な
ど
を
設
置
す
る
者
で
あ
る
こ
と

対
象
者
　
農
業
者
、
法
人

補
助
対
象
　
電
気
柵
（
電
線
、
支

柱
、
充
電
器
、
太
陽
光
発
電
機
、

電
源
装
置
、
注
意
標
識
な
ど
）
の

導
入
費
用
の
合
計
額
（
税
抜
き
）

が
１
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

補
助
対
象
外
　
▽
太
陽
光
発
電
機

の
み
単
体
の
導
入
な
ど
は
被
害
防

止
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
た
め

除
く
　
▽
パ
ソ
コ
ン
、
モ
ニ

タ
ー
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
カ
メ

ラ
、
ビ
デ
オ
、
乾
電
池
を
除
く
　

▽
わ
な
や
捕
獲
を
目
的
と
す
る
も

の
を
除
く

補
助
率
　
２
分
の
１
以
内
（
上
限

10
万
円
）

申
込
期
限
　
８
月
５
日
㈮

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

☎
24―

６
３
５
３

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

6

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
24―

６
２
４
３

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
の
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
申
請

用
の
写
真
撮
影
は
無
料
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
場
　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

実
施
日
時
　
７
月
28
日
㈭
〜
30
日

㈯

13
時
半
〜
16
時

※
状
況
に
よ
っ
て
時
間
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

所
要
時
間
　
１
人
15
分
程
度

※

混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物
　
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

5
国
民
健
康
保
険
の

高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
70
歳
〜
74
歳
の
方
全
員
へ
、

８
月
か
ら
使
用
す
る
高
齢
受
給
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。
新
し
い
受

給
者
証
は
７
月
末
頃
に
発
送
し
ま

す
。
お
手
元
の
受
給
者
証
は
有
効

期
限
が
切
れ
ま
し
た
ら
、
は
さ
み

な
ど
で
裁
断
し
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

※

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
（
誕
生
日
が
１
日
の
方

は
誕
生
月
）
か
ら
該
当
と
な
り
ま

す
。
８
月
２
日
以
降
に
誕
生
日
を

迎
え
70
歳
に
な
る
方
に
は
、
誕
生

月
の
月
末
に
受
給
者
証
を
お
送
り

し
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

　
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
』
）
の
提
示
に
よ
り
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
市

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口
で

交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
も
、
８
月
１
日
以

降
引
き
続
き
高
額
な
医
療
費
が
発

生
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
（
７

月
15
日
か
ら
受
け
付
け
開
始
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
〜
74
歳
で
課
税
所

得
１
４
５
万
円
未
満
の
方
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
を
除
く
）
や
６
９

０
万
円
以
上
の
方
は
「
高
齢
受
給

者
証
」
の
負
担
割
合
で
判
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

☎
24―

６
２
４
５

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
年
金
班

☎
32―

１
３
３
０

ま
た
は
各
地
域
の
教
育
学
習
課

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
振
興
課

☎
24―

６
３
４
９

市
内
で
の
宿
泊
が
お
得
に
な
り
ま
す

8
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
の
「
宿
泊
施
設
利
用
促

進
事
業
」
に
よ
り
、
市
内
の
対
象

施
設
の
宿
泊
が
お
得
に
ご
利
用
で

き
ま
す
。
対
象
施
設
に
宿
泊
さ
れ

た
方
に
は
、
会
計
時
に
３
千
円
の

助
成
（
精
算
額
が
３
千
円
未
満
の

場
合
は
対
象
外
）
が
あ
り
、
県
や

国
の
宿
泊
助
成
な
ど
と
の
併
用
も

可
能
で
す
。

期
間

７
月
23
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈬

※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。

※

宿
泊
の
ご
相
談
は
、
各
施
設
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

事
業
の
詳
細
は

市
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
振
興
課

☎
24―

６
３
４
９

バドミントン日本代表（Ｂ代表）
が強化合宿を実施！

　バドミントンの日本代表（Ｂ代表）が、ナイスア

リーナで合宿を行います。また、下記の日程で練習の

様子を一般公開します。トップアスリートの練習を見

学できる貴重な機会ですので、ぜひご来場ください。

合宿期間　７月20日㈬～24日㈰

会　　場　ナイスアリーナ（メインアリーナ）

練習公開　７月22日㈮～23日㈯

　　　　　①９時～正午　②15時～18時

見学場所　メインアリーナ２階観覧席

※時間はあくまでも予定です。練習が事前の予告なく

中止や変更になる場合もありますので、あらかじめご

了承ください。

昨
年
５
月
に
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ

た
同
代
表
に
よ
る
強
化
合
宿
の
様
子

こちらから▼

問い合わせ先
文化・スポーツ課　☎７４―８０３８
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アリーナ体操教室 in 東由利 開催します
　ミズノグループ（健康運動指導士）による、介護予防教室を行い

ます。体力に自信のない方や足腰に痛みがある方でも安心して取り

組めます。参加無料。動きやすい服装でご参加ください。

▶▶催し・お知らせ

楽しい介護予防、始めませんか?

日時　７月28日㈭　10時〜11時半

会場　有鄰館２階集会室

対象　本市にお住まいの65歳以上の方

講師　健康運動指導士　保科康信さん

持ち物　内靴、飲み物、タオル

定員 20人　※定員に達し次第、締め切り

申し込み　中央地域包括支援センターまで

     　　 ☎２４－６３２４

ふらっとカフェ 開催します

　誰でもふらっと立ち寄り、認知症や介護について学べます。気軽

に集まれる場所です。参加無料。

内容　ミニ講話「認知症とどう向き合うか！－医療・介護の上手な

　　　使い方について－」

講師　メディカルハウスゆう　施設長　米田幸二さん

定員 各10人

鳥海　ふらっとカフェ「オコちゃん」

日時　８月４日㈭　14時〜16時

会場　民俗芸能伝承館まいーれ公演場

矢島　ふらっとカフェ「駅ナカ」

日時　８月８日㈪　14時〜16時

会場　由利高原鉄道矢島駅２階

申し込み　８月３日㈬、南部地域包括支援センターまで

　　      ☎７４－４１５０

■由利本荘にかほ市民が健康を守

　る会　催しのお知らせ

□いこいのカフェ

　座ったままのヨガを楽しみ、病

気や介護の悩みを話しませんか。

参加無料。事前申し込みが必要で

す。 

日時 ７月22日㈮　14時〜16時

講師　うつ病予防アドバイザー　

　齋藤真弓さん

□認知症の人と家族のつどい

　認知症の方やご家族がお茶を飲

みながら自由にお話できます。参

加無料。事前申し込みが必要です。

日時　７月30日㈯　14時〜15時半

共通事項

会場　由利本荘にかほ市民が健康

　を守る会事務所（石脇字石脇２）

申し込み・問い合わせ　谷合さん

　☎０９０－６１４９－８７５６

ゆったり休暇で、夏を満喫

有給休暇を取りましょう！

　年10日以上の年休が付与され 

ている方は、年５日以上の休暇 

取得が義務化されています。

  新しい働き方・休み方を実践 

する第一歩として、年休を上手 

に活用しましょう。

問　秋田労働局

　☎０１８―８６２―６６８４

市から賀詞と祝い金が

贈呈されました
菊地　サイ さん

（大正11年６月24日生まれ・
　　　　　　　　　　新田）

佐藤　タヨ さん
（大正11年６月28日生まれ・
　　　　　　　矢島町城内）

梶原サカヱ さん
（大正11年６月28日生まれ・
　　　　　　鳥海町上直根）

～これからも元気で
　　お過ごしください～

おめでとうございます

満１００歳

展望所の位置
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ちょっとひといき・・・

　
　災
に
備
え
て
日
々
訓
練
を
重

　
　ね
る
消
防
団
の
勇
姿
を
撮
っ

て
き
ま
し
た
。
真
夏
の
日
差
し
の

中
、
長
袖
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
動
き
回
る
タ
フ
さ
に
驚
か
さ

れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
　（一
輝
）

　
　言
葉
は
「
あ
な
た
だ
け
を
見

　
　つ
め
る
」
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
季

節
が
も
う
す
ぐ
で
す
。
難
解
な
ヒ

マ
ワ
リ
迷
路
も
、
視
点
の
高
い
私

は
大
黒
摩
季
を
口
ず
さ
み
な
が
ら

楽
々
突
破
し
ま
す
♪
　（タ
ワ
ー
）

　
　に
恐
ろ
し
き
は
、
深
夜
の
食

　
　欲
。
最
近
暑
さ
の
せ
い
か
夜

に
目
が
覚
め
る
こ
と
が
多
く
、
水

分
補
給
が
て
ら
つ
い
ア
イ
ス
を
食

べ
て
し
ま
い
ま
す
。
早
く
涼
し
く

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
　☆

　
　が
る
値
段
に
、
下
が
る
購
買

　
　意
欲
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が

値
上
げ
さ
れ
、
家
計
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
余
波

で
私
の
ビ
ー
ル
が
減
ら
な
け
れ
ば

い
い
の
で
す
が…

。
　（Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　ょ
っ
と
気
負
い
す
ぎ
た
せ
い

　
　か
、
市
消
防
大
会
で
鳥
海
分

団
が
ま
さ
か
の
最
下
位
に
。
そ
の

指
揮
者
は
笑
売
繁
盛
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
、
来
年
こ
そ
無
双
の
演

技
と
最
高
の
笑
顔
を　
　
（
一
男
）

　
　ち
寄
せ
る
波
と
砂
浜
の
海
水

　
　浴
場
が
３
年
ぶ
り
に
開
設
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て

い
た
花
火
大
会
も
開
催
予
定
。
感

染
対
策
を
忘
れ
ず
に
、
こ
の
夏
を

楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。
　（紀
）

打 ち 上 げ 花 火
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～納期内に納めましょう～
「納付は便利で確実な口座振替で」

固定資産税（第２期）・国保税（第１期）

納期限：８月１日㈪

金融機関などで納付されてから市が納付を確認でき

るまで、１～２週間程度かかります。納税証明などが

必要でお急ぎの場合は、領収証や引き落とし額が記帳

された通帳をご持参の上、税務課または各総合支所市

民サービス課へ申請してください。

　特殊詐欺被害が多発していますので、ご注意を!!

　由利本荘警察署管内では、６月に入ってから架空料金請求詐欺などの特

殊詐欺被害が増加しています。メールや電話などでお金を要求したり、電

子マネーの購入を促して番号を送信させた

りする行為は特殊詐欺の手口です。お金の

要求や電子マネー購入の要求をされた場合

は、すぐに警察へ相談してください。

問　由利本荘警察署　☎２３―４１１１

◎国保税の納付書は７月15日㈮以降、順次発
　送します。

問い合わせ先

税務課（納税証明など）　☎２４―６３０３

収納課（口座振替など）　☎２４―６２０６

または各総合支所市民サービス課

市税・国保税納期

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広

報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た

よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。
ま
だ

出
番
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
の
時
は
ど
こ
で

使
お
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
早
く
使
っ
て
み
た

い
！  

　
　

（
ア
ス
パ
ラ
大
好
き
さ
ん
・
大
内
地
域
）

◆
毎
月
の
よ
う
に
遊
び
に
来
て
い
た
孫
が
、
中
学

生
に
な
る
と
部
活
動
が
忙
し
く
て
な
か
な
か
来
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
い
よ
う
な
、
さ
み

し
い
よ
う
な…

。
　
　
（
齊
藤
さ
ん
・
60
代
・
由
利
地
域
）

津島　汐里ちゃん（尚人さん）船ヶ台

佐藤　　玄ちゃん（弘典さん）一番堰

佐藤　心平ちゃん（明良さん）石脇

山本　一霞ちゃん（清乃さん）中梵天

渡辺　乃愛ちゃん（拓也さん）石脇

<６月１6日～６月30日受け付け分>

　しおり

　　はるか

 しんぺい

　いちか

　 のあ

渡邊　　翠ちゃん（ 翔 さん）本田仲町

三浦　明雨ちゃん（和人さん）石脇

大野　明輝ちゃん（英一さん）石脇

佐藤　奏翔ちゃん（ 翼 さん）一番堰

小松　樹季ちゃん（央人さん）赤沼下

すい

 あめ

  てる

 かなと

 いつき

豊島梛乃葉ちゃん（勝人さん）薬師堂

佐藤　　碧ちゃん（優輔さん）館

佐藤　李颯ちゃん（弘幸さん）鳥海町上川内

黒木　蒼央ちゃん（龍一さん）鳥海町伏見

  なのは

　　 あお

いぶき

  あお

<６月16日～６月30日受け付け分>

小関　恭子さん

齊藤　彌一さん

佐藤須壽子さん

長堀　キヱさん

木村　久雄さん

白川　智孝さん

阿部　アユさん

（谷地町 ・ 90歳）

（大浦 ・ 91歳）

（東梵天 ・ ９９歳）

（石脇 ・ ９４歳）

（石脇 ・ ７５歳）

（内越 ・ ６０歳）

（石脇 ・ ９９歳）

工藤　方子さん

西原　徳三さん

佐　ツタヱさん

小杉　貞子さん

佐藤　アヤさん

須田　基夫さん

富樫　忠造さん

（給人町 ・ 8８歳）

（石脇 ・ 81歳）

（中梵天 ・ ７３歳）

（大鍬町 ・ ７５歳）

（土谷 ・ ８６歳）

（出戸上野 ・ ７３歳）

（薬師堂 ・ ９２歳）

小松　龍三さん

三浦　　勉さん

佐々木秋子さん

佐藤　雅彦さん

柴田　一男さん

佐藤　忠藏さん

新田　ヨネさん

山中　長武さん

渡部　藤一さん

石垣　嘉則さん

佐藤　　伸さん

佐々木　夫さん

菊地　　巧さん

加藤　修一さん

（矢島町七日町・８８歳）

（矢島町木在 ・ ７７歳）

（矢島町川辺 ・ 89歳）

（矢島町城内 ・ ５３歳）

（矢島町城内 ・ 8２歳）

（矢島町元町 ・ 102歳）

（矢島町城内 ・ １００歳）

（岩城滝俣 ・ ８４歳）

（岩城滝俣 ・ ９８歳）

（東鮎川 ・ ６５歳）

（土倉 ・ ５５歳）

（岩谷町 ・ 83歳）

（岩谷町 ・ ９２歳）

（中俣 ・ 85歳）

成田　梅子さん

伊藤シノブさん

遠藤美也子さん

岡見　ナミさん

小松　安三さん

遠藤　　久さん

栁橋　正志さん

渡辺　三太さん

宝池トミ子さん

佐藤タケミさん

佐藤　ミヨさん

佐藤　孝子さん

髙橋コマノさん

（岩谷町 ・ ８６歳）

（岩谷町 ・ ８８歳）

（米坂 ・ 89歳）

（岩谷麓 ・ ８９歳）

（東由利舘合 ・ ９１歳）

（東由利宿 ・ ６６歳）

（西目町出戸 ・ ７２歳）

（西目町出戸 ・ ８４歳）

（西目町出戸 ・ 90歳）

（鳥海町小川 ・ ８８歳）

（鳥海町伏見 ・ １００歳）

（鳥海町下直根・９８歳）

（鳥海町上直根・92歳）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

樫尾　毅さん（旧本荘市功労者・三条）

６月18日永眠されました。昭和32年から旧小友農業協

同組合の営農指導員として農家指導に携わり、昭和57年

には長野県からブルーベリーを導入。作付け拡大を図る

とともに、本市の特産品として各種加工品の開発・育成

を行うなど本市農業の振興発展に尽力されました。平成

15年本荘市産業功労。88歳。

加賀　亮三さん（旧本荘市功労者・給人町）

６月18日永眠されました。昭和40年から昭和62年まで

本荘市体育指導委員を務めたほか、昭和51年から平成12

年まで本荘市陸上競技協会会長、平成10年から平成17年

までは本荘市体育協会会長として、本市スポーツの振興

発展に尽力されました。平成15年本荘市教育学芸功労。

89歳。

      （6月30日現在・由利本荘署管内）

人 の動き 事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ６月の人身事故発生状況

事故件数      4件

死亡者数      0人
負傷者数        6人

累計 昨年同期

  41件

0人
54人

46件
2人
49人

６月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　 （　）は前月比

人口  　73,327人 （-70）
男=35,232人　（-26）
女=38,095人　（-44）

　　世帯数  30,838帯 （-15）

　
　

花立牧場公園でルピナス畑のライトアップ
が行われました （写真は６月25日）


